
名護屋城博物館佐賀
県立
S a g a  P r e f e c t u r a l  N a g o y a  C a s t l e  M u s e u m

12018（　　　年）
30年平成 月26日㊎～3月18日㊐観覧

無料

開館時間：午前9 時～午後５時
休館日：毎週月曜日（※祝・休日の場合はその翌日）

～ 平成29年度企画展 ♥ 韓国の伝統工芸Ⅷ ～



名護屋城博物館佐賀
県立
S a g a  P r e f e c t u r a l  N a g o y a  C a s t l e  M u s e u m

〒847-0401 佐賀県唐津市鎮西町名護屋1931-3
TEL.０９５５-８２-４９０５  FAX.０９５５-８２-５６６４
E-mail：nagoyajouhakubutsukan@pref.saga.lg.jp

【公共交通機関】
　唐津大手口バスセンターもしくは
　ＪＲ西唐津駅から昭和バスで約40分、
　「名護屋城博物館入口」下車、徒歩５分

【自動車】
＜福岡方面から＞
　福岡都市高速・福重ＩＣから
　前原有料道路・二丈浜玉道路を
　利用して約75分

＜佐賀方面から＞
　長崎自動車道・多久ＩＣから約80分

佐賀県立名護屋城博物館までのアクセス

http://saga-museum.jp/nagoya/ 検  索名護屋城博物館
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佐賀県立
名護屋城博物館

「五福」とは、古代中国の政治文書を編集した『書経』に記されている言葉で、

寿、富、康寧、攸好徳、考終命を指します。

「五福」の観念は、朝鮮半島の伝統工芸や食文化、芸能などの様々な場面に

色濃く見られ、人々の幸せへの切なる思いを感じ取ることができます。

本展では、朝鮮時代の工芸資料や韓国の重要無形文化財技能保有者の作品

などを、「五福」をキーワードにご紹介します。

関連イベント
❶展示説明

日時  2月4日(日)、3月11日(日) 各11:00～、14:00～（約40分）

会場  本館 企画展示室

❷ウェルカムワークショップ

日時  2月17日(土)、18日(日) 
　　  各11:00～13:00
　　  　14:00～16:00
　　  （所要時間20分程度）

会場  本館 図書閲覧室

内容  韓国伝統衣装を着て、韓国の
　　  旧正月をプチ体験します。

※いずれも参加無料

「韓国の旧正月を
　　　　体験しよう！」

絵葉書 ● 20世紀初頭

タシクパン ● 現代
（菓子に文様を入れる道具）

タル ● 現代
（長く愛されてきた
  風刺劇に使われる
  面）

粉青沙器掻落牡丹文瓶 

● 朝鮮時代前期 15～16世紀

書経【参考展示】 
● 江戸時代後期・個人蔵

ふん せい さ き ぼかき たん もん びんおとし

刺繍十長生文箪笥 ● 現代
し じっ せいもんたん すしゅう ちょう

このむところとく しゅうめいをなす

※記載のないものは本館蔵


